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『
枇
阿
弥
の
能
』
と
い
う
こ
の
映
画
の
題
名
に
は
、
二
つ
の

意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
能
の
歴

史
に
お
け
る
世
阿
弥
の
位
置
を
映
像
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
世
阿
弥
の
能
作
品
の
特
色
を
紹
介
す
る
こ
と
で

あ
る
。
一
冊
の
本
に
も
な
る
こ
の
課
題
を
、
五
十
分
足
ら
ず

の
小
締
映
画
に
収
め
る
の
は
至
難
の
業
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
諸

氏
の
必
死
の
努
力
で
完
成
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

前
記
の
二
つ
め
の
目
的
の
た
め
に
は
、
世
阿
弥
の
代
表
作
四

か
ん
あ
み

編
と
、
対
照
の
た
め
の
観
阿
弥
作
一
編
を
取
り
上
げ
た
わ
け

だ
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
主
題
を
描
く
上
で
も
っ
と
も
ふ
さ
わ

は
や
し
か
た

番
期

し
い
方
々
に
、
噺
子
方
を
含
め
て
出
演
し
て
も
ら
う
こ
と
力

で
き
た
の
で
、
一
段
と
成
果
が
あ
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

じ
れ
ん
こ
じ

せ
り
ふ
劇
的
な
観
阿
弥
の
『
自
然
居
士
』
で
は
、
作
者
が
能

く
せ
ま
い

へ
の
摂
取
を
試
み
た
と
さ
れ
る
［
曲
舞
一
の
部
分
を
付
け
加
え

さ
ぬ
た

る
形
に
し
た
。
世
阿
弥
の
『
砧
』
は
、
前
半
が
現
在
能
で
後
半

が
夢
幻
能
と
い
う
構
想
で
恋
の
妄
執
を
描
く
。
作
者
の
自
信

作
な
の
で
、
た
っ
ぷ
り
と
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
＠

い
づ
つ

『
井
筒
』
は
、
幽
玄
な
女
能
の
代
表
作
で
、
夫
の
形
見
の
衣
裳

姿
を
井
戸
に
映
す
場
面
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
後
場
を

ｇ
よ
っ
ね

取
り
上
げ
た
。
冒
頭
の
『
清
経
』
は
、
笛
の
音
に
誘
わ
れ
て
登

こ
い
の
ね
と
り

場
す
る
［
恋
之
音
取
一
の
部
分
と
し
た
。
現
在
ふ
つ
う
に
は
演

じ
な
い
部
分
だ
が
、
こ
れ
が
作
者
の
本
来
の
意
図
に
合
致
し

と
お
る

た
形
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
舞
踊
の
面
白
さ
を
見
せ
る
『
融
』

し
や
く
の
虫
い

ば
ん
し
き
き
ゅ
う
の
ま
い

で
は
、
［
笏
之
舞
］
の
演
出
に
よ
る
流
麗
な
盤
渉
急
之
舞
で
、

こ
の
映
画
を
締
め
く
く
っ
た
。
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シ
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上/能｢砧｣(後場） 妻の亡亜が､夫への怨みと恋

しさをはげしく訴える上左/女面｢孫次郎」

下/世阿弥自筆の能本｢江口』

＠配給
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能r砧｣(前場） 在京の夫を恋い慕い、恨みつつ舞う芦屋の何某の妻

“『葬周』｛序'霊) 壽率の……う蕊⑪
、－あらすじ

l l本の古典演劇である｢能｣の基本を確立し、現代にもなお発展し続
もときよ

けるほど｢能｣の生命力を高めたのが、世阿弥元清である。
ゅうざ色

世阿弥は南北朝時代の中頃、14世紀の半ばに大和に生まれた。結崎

の地を本拠とする猿楽の一座を率いて活躍していた父の観阿弥は、京

洛の醍醐寺での演能で名を挙げ、その名声を伝え聞いた将軍足利義満

は、観世父子の能を親しく見物した。以来、義満は若い世阿弥を寵愛

し、絶大な支援を与えるようになった。

やがて、古典の教養を身につけた世阿弥は、王朝に題材をとった能

の名作を次々と書く。猿楽や田楽などから発達してきた能の世界で、

第一人者となった父観阿弥の能を、さらに世阿弥が｢夢幻能｣と呼ばれ

る歌舞中心の能へと洗練し、完成していった。

夢幻能とは、いまはこの世にいない人物が立ち現れて、在りし||の

思い出を物語り、昔を懐かしんで舞を舞い、また闇の世界に消えてい

くという形式である。この夢幻能を完成させたことが、劇作家として

の世阿弥の最大の業績といえよう。

義満の庇護のもと、栄光を極めた世阿弥も、恵まれた時期はそう長

餓::,酬轍雪駕睡震驚隠蝋●

＠－『世阿弥の能』を監修して 衣竜

世阿弥の映画製作の企画に協力することになった直後

に、桜映画社が先年製作して好評だった『利休の茶』を見

せてもらった。利休には、ゆかりの茶碗・茶室など、映

像として楽しめる素材が豊富である。世阿弥にはそれが

乏しい。彼が使用したことの確かな能面はほとんどない

し、もともと消耗品の能装束も皆無である。当時の能舞

台も伝存していない。残っているのは、能本・伝害・書

状など、映像としては地味な文書ばかりである。ただ、

世阿弥が作った能はほぼ昔の台本どおりに今も演じられ

ているし､それは映像化するにふさわしい素材でもある。

世阿弥を主題とする映画が『世阿弥の能』と題される形に

結実したのは、自然ななりゆきだったろう。

とは言え、世阿弥の生涯とその業績を映像を通して知

ってもらうには、彼の自筆の文書やゆかりの土地の風景

を、なるべく豊富に採り入れることが望ましい。そのこ

とが彼の能の特質の把握にも役立つはずである。私は主

としてその面で協力した。さいわい、宝山寺や観世宗家

を初めとする世阿弥関係資料の所蔵者各位から全面的な

た『風姿花伝』をはじめとするたくさんの伝言を残している。

この映画では、能の生い立ちを語り、世阿弥の生涯と足跡をたどる

とともに、観阿弥作の『自然居士』、世阿弥作の『清経』『井筒』『融』、そ

して晩年の傑作『砧』と、世阿弥の能の世界をじっくりと鑑賞する。

協力が得られ、希望した品はほとんどすべて撮影を許さ

れた。その大半が映像に生かされてもいる。お蔭で、世

阿弥の伝記としてもかなり内容豊富な映画になったよう

に思う。
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